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塀江保蔵教授略歴

明治37年(1904)1月5日 京都府舞鶴市に生まる

大正11年(1922)3月 京都府立京都第一中学校卒業

大正14年(1925)o月 第三高等学校文科甲類卒業

4月 京都帝国大学経清学部入学

昭和3年(1928)3月 同大学学土試験合格

4月 京都帝国大学大学院入学，本庄栄治郎教援の指導の下に経

済史専攻

5月 京都帝国大学経済学部副手(大学院学生のま主)

昭和4年(1929)4月 特選U給費学生

昭和5年(1930)3月 大学院退学

3月 京都帝国大学経済学部講師

昭和6年(1931)1月 「明治大巨大阪市史」編纂委員(嘱託)(昭和)0年3月まで〉

昭和7年(1932)4月 立命館大学講師(嘱託)(昭和13年3月まの

昭和s年(1933)4月 日本経済史研究所嘱託所員(昭和21年11月まで)

昭和9年(1934)2月 京都帝国大学助教授(経済学部)

昭和l口平(1935)3月 京都帝国大学々友会(昭和16年同学会に改組， 28年体育会

となる)弓道部代理部長

昭和12年(1937)5月 弓道部部長〔現在に至る)

昭和14年(1939)3月 第三高等学校講師(嘱託)(昭和18年3月まで〉

昭和17年(1942)5月 「大正昭和名古屋市史J編纂参与(嘱託) (昭和23101::.!:l月

まで)

10月 彦根高等商業学校講師(嘱託)(昭和19年目月まで)

昭和18年(1943)2月 満洲圏へ出張(同年3月まで)

昭和19年(1944)2月 学術研究会議第709研究班員

昭和20年(1945)3月 京都帝国大学教授(経済学部勤務，経済史講座担任〕

4月 人文科学研究所研究担当(昭和21年6月まで)

昭和21年(1946)1月 日本学術振興会第87，j、委員会(アメリヵ経済研究)委員(現

在に至る)

5月 同志社大学講師(嘱託)(昭和22年9月まで〉

5月 京都帝国大学付属図書館商議会委員(昭和23年5月まで〉
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昭和21年(1946)6月

9月

10月

10月

12月

昭和22年(1947)2月

6月

7月

10月

12月

昭和24年(1949)4月

6月

10月

昭和25年(950)4月

6月

6月

昭和26年(1951)2月

8月

12月

昭和27年(1952)7月

昭和均年(1953)1且

4且

7月

11月

昭和29年(1954)1月

月

月

月

月

1

4

5

6
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京都帝国大学綜合研究体制人文科学部第2班研究員

文部省人文科学委員会委員(昭和23年 9月まで)

高等試験臨時委員(内閣)

社会経済史学会常任理事〔現在に至る)

建築委員会委員(京都大学)

京都帝国大学評議員(昭和24年2月まで〉

経済学博士(経第27号〕

学術研究会議会員〈内閣総理大臣)

図書館読書指導委員会委員(京大)

労務用物資対策地方協議会委員(京都労働基準局，昭和25

年まで)

工学部授業(経済学大要)担当

新制大学入学者選抜委員(副委員長)(昭和26年まで)

京都大学分校審議員(昭和26年11月まで)

分校授業(経済学〉担当(1年間)

人支科学研究所研究担当(1年間)

学術奨励審議会(学術資料分科審議会第2部)委員(昭和

26年 9月まで)

学術奨励審議会(科学研究費等分科審議会)委員(昭和27

年2月まで)

人文科学研究所非常勤講師(昭和31年3月まで)

京都大学制度研究委員会委員

図書館専門職員養成京都大学講習講師

大学設置審議会臨時委員(昭和30年 1月まで〉

松山商科大学非常勤講師(昭和28，29， 31年度)

愛媛大学士理学部講師併任(昭和28，29年度)

京都大学大学院審議会審議員

京都大学経済学部長(昭和31年1月まで)， 京都大学評議

員，京都大学分校審議員(学部長存任期間)

日本学術会議(第3期)会員

甲南大学非常勤講師(昭和31年3月まで)

文部省資料館地方調査員(現在に至る)

図書館専門職員養成京都大学講習運営委員会委員



昭和初年(1955)4月

3月

昭和31年(1956)1月

2月

3月

4月

11月

昭和33年(1958)8月

10月

昭和34年(1959)4月

5月

11月

昭和30年(1961)4月

昭和37年(1962)4月

描江提蔵教授略歴

法学部講師併任(現在に至る)

アメリカ合衆国へ出張(同年6月まで)

建築委員会委員(京都犬苧)

分校教授併任(昭和32年1月まで〕

民主教育協会近畿支部常任理事(現在に至る)
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分校授業担当(昭和32年3月まで).奈良女子大学講師(嘱

託)(昭和32年3月まで).立命館大学経済学部講師(嘱託〉

(昭和35年3月まで)

大学基準等研究協議会委員(昭和32年10月まで)

アメリカ研究センター運営委員会委員(昭和34年 1月まで〉

教養部授業担当(昭和34年3月まで)

立命館大学大学院経済学研究科講師(嘱託) (昭和36年3

月まで)

京都放送番組審議会委員(昭和36年5月まで)

南西諸島(琉球)へ出張〈同年12月まで)

ノ トルダム女子大学非常勤講師(現在に至る)

関西大学大学院経済学研究科講師(嘱託) (昭和38年3月

まで〕

6月 京都大学東南アジア研究センター研究計画準備委員会委員

(昭和38年1月まで〕

8月 フラ γ ス，オラソダお上0'イギリス各国へ出張(同年 9月

昭和均年(1963)5月

6月

7月

9月

9月

12月

まで)

東南アジア研究センター研究担当

アメリヵ合衆国へ出張(同年7月まで)

京都大学付属図書館長(併任) (昭和41年 7月まで).アメ

りカ研究所常任理事・アメリカ研究センター運営委員会委

員(付属図書館長在任期間中)

学術奨励審議会(学術文献総合目録分科会)委員(付属図

書館長在任期間中)

能力開発研究所京都支部委員(現在に至る，昭和41年 9月

まで支部長)

東南アジア研究センタ一所長事務取扱(昭和39年2月まで)

(爾後随時)
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昭和39年(1964)3月

5月

6月

11月

昭和4日年(1965)2月

6月

昭和41年(1966)3月

9月

第四巻第1号

学術奨励審議会臨時委員(特定研究)

大学基準等研究協議会委員(昭和4C年3月まで)

学術奨励審議会学術用語分科会専門委員(昭和11午6月ま

で)

日本経営史学会理事(現在に至る)

京都大学七十年史中央納纂委員会委員(現在に至る，昭和

41年7月まで委員長)

大学図書館視察委員(昭和42年6月まで)

大学設置審議会専門委員(同年4月まで)

和歌山大学非常勤講師(昭和42年3月まで)



堀江保蔵教授著作目録

著 害

我国近世の専売制度(日本経済史研究所研究叢書
第1冊) 日本評論社

アメリカ経済史概説(日本経済史研究所研究叢書
有斐閣

大同書院

日本評論社

有斐閣

通信教育協会

有斐閣

突業之口本社

東洋書館

有信堂

有斐閣

有信堂

有信堂

有斐閣

民主教育協会

塙書房

至文堂

海文堂

第8冊)
日本資本主義の成立(経済特殊研究叢書 第3篇)

日本経済文化史(経済全書第5冊)

近世日本の経済政策(日本経済史研究所研究叢書
第15冊〕

近代経済史(政治大学講座第4巻)

日本資本主義の成立(再刊)

西洋経済史概要

日本経済史

経済通論(網)

外資輸入の回顧と展望

経済史入門

経済史(編)

経済史概説

家と国家，個人と祉会

国産奨励と国庄専売

明治維新と経済近代化

海事経済史研究(編)

論 文

徳川時代の寺社名目金
京都府に於ける土卒の帰農商に就

ザC

両と円との関係に就て

経済理論と経済史

旧会津藩士斗南士族の就産

山田羽書の寛政改革に就い仁

明治四年の幣制改革

経済論叢第27巻第6号

経済論叢第28巻第4号

経済論叢第28巻第6号

経済論叢第29巻第2号

経済論叢第29巻第 6号

経済史研究第 3 号

本庄栄治郎編「明治維新経済
史研究J(改造社〕
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昭和8牛(1933)

昭和12年(1937)

昭和13年(1938)

昭和16年(1941)

昭和17年(1942)

昭和23年(1948)

" 
昭和24年(1949)

" 
H 

昭和26年(1951)

昭和28年(1953)

昭和33年(1958)

昭和36年(1961)

" 
昭和38年(1963)

" 
昭和42年(1967)

昭和3年(1928)12月

昭和4年(1929)4月

6月

8月

12月

昭和5年(1930)1月

E月
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藩型営式専涜仕法に於け，る商品獲得の 経済史研究第 12 号昭和5年(1930)9月

藩営専売仕法に於ける商品の販路 経済史研究第 13 号 10月

徳川時代の藩営専売論 経済論叢第31巻第4号 10月

正司考棋の専E売反対論 経済論叢第31巻第5号 11月I

7審営専売仕法と藩札との関係 経苦言'"研究第 16 号昭和6年(1931)2耳

アメリヵ経済の発達と移民の消長 経済論叢第32巻第3号 3月

鳥取藩の蝋専売 経済史研究第 21 号 7月

グヲスの工業発達階段説 経済論叢第33巻第1号 ア月

毛利藩の蝋専売 経済史研究第 25 号 11舟

松江藩の製鉄業政策 経済史研究第 26 号 12Yf 

徳川時代諸藩の国産会所に就し、て 経済論叢第34巻第1号昭和7年(1932)1月

明治大正年聞の大阪の工業 経済史研究第27.29.30号 1・3・4月

松江藩の人参専売と維新後の処分 経済論叢節34巻第6号 日月

大阪企業に於形態吋のる工発業達の経営形態並に 工業経済研究第 2 冊 7月

アメリカ経済史概説 経済史研究第 32-43号 8月 B年(1933)5月

宇和島藩の蝋専売 経済論叢第36巻第 l号昭和8年(1933)1月

鳥所取藩に就の鉄て類江戸直送土境融通会 経済史研究第 41 号 3月

資本主義の型 経済論叢第37巻第5号 11月

植民地時代未閣の土地保有制度 経済論叢第38巻第1号昭和9年(1934)1月

徳川時代の陸上交通 経済史研究第11巻第2号 6月

大仮の刷達子工業に於ける経営形態
の発 経済論叢第四巻第5号 11月

明治初期の大阪の工業家 経済史研究第13巻第l号昭和10年(1935)1月

山口藩に於ける幕末の洋式工業 経済論議第40巻第1号 1月

中島治平と山口濯の洋式工業 経済論議第40巻第5号 5且

徳川|時代の水上交通 経済史研究第14巻第l号 7月

平安朝の経済生活 立命館文学第2巻第10号 10月

山口藩における洋式工業 済日本史経研済究史」研(究有所斐編閣)「幕末経 12月

三大改革と財政 経済史研究第四巻第l号昭和11年(1936)1月

日本資本主義成立過程の一考察 経済論叢第42巻第 l号 1月

維新後の京都 京史都l大学編・発行「京都の歴 12月

アメリ義ヵ経済史に於ける南北戦争
の意

経済史研究第17巻第 l号昭和12年(1937)1月

アメリカ経済の発達と通貨論争 経済論叢第44巻第1号 1月
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明治初年の官営産業に就いて 経済論叢第44巻賄 5号昭和12年(1937)5月

徳川時代の夫役に就いて 経済論叢第44巻第6号 6月

四函の史料若干 経済史研究第四巻第3号 9月

明治維新の経済的意義 経済論議第45巻第6号 12月

日露戦時の救護事業一斑 経済史析究第19巻第 l号昭和13年(1938)1月

幕末に於ける資本主義経済の崩芽 経済史研究第四巻第2号 2月

明治維新と京都 立命館文学第5巻第2号 2月

明治初年の固内市場 経済論叢第46巻第4号 4月

幕末の軍事工業 経済史研究第四巻第5号 5月

明治初年の外国貿易と農家経済 農業と経済第5巻第8号 8月

福山の義倉と義倉小作人 経済史研究第20巻第3号 9月

長藩天保十一年度の歳計 経済史研究第20巻第4号 10月

我国産業革命の始期 経済論叢第47巻第4号 10周

横井昨冬博士 経済史研究第21巻第 1号昭和14年(1939)1月

明治時代農村手，て業の消長 経済論叢第4R巻第 1号 1月

興業意見に見はれた農村手工業 経済史研究第21巻第4号 4月

日本ー資農村本社主義の性構質をlご就て 経済論叢 第48巻第4号
会機 中心として

4月

徳川時代の経済統制 経済論叢第49巻第 1号 7月

明治維新と日本国民経済 経済史研究第22巻第 2号 8用

維新後に於ける我国経済の発展 経済史研究第22巻第4号 10月

幕末の開港と国難 財 政第4巻第10号 10耳

大阪の青昆布製造業 経済史研究第22巻第 5号 11月

江戸時代の経済政策 経済論叢第50巻第4号昭和15年(1940)4月

水戸酵の粉茄務専売 経済史研究第23巻第5号 5月

江戸時代の国産奨励 経済論叢第51巻第1号 7月

飲肥藩の紙専売と大阪資本 経済史研究第24巻第2号 8万

江戸時代り大阪のエ莱 経済論叢第51巻第E号 11月

我国経済発達の特質に就て 経済論叢第52巻第1号昭和16年(1941)1月

我国経済発達の二三の特質 経済史研究第25巻第2号 2月

実業界の先覚西村勝三翁 経済史研究第25巻第4号 4月

姫路藩老・河合寸翁 経済史研究第25巻第6号 6月

明治初年の諸藩の商社 経済論叢第53巻第1号 7月

我国に於ける繊維工業の発達 経済史研究第26巻第4号 10月
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江戸時代の経済機構

大島高任の産業論

江戸時代の経済問題

姫路藩老・何合す翁

維新後の対外経済発展

経済生活の発達と経済政策

東lII'.の先覚ー荒尾精

明治維新と日本国民経済

松方正義公の経済政策論

有島武の経済持論

明治前期の外資排除に就て

印度経済史概説

朝鮮経済の近代化に就て

満州経済見聞記

幕末の軍事工業

大正初期の南進論
明治初年に於ける日本経済、の内
省
江戸時代の経済史書

明治初年の勧業機関

名古屋に於ける工業の発達

名古屋に於ける機業の近代化

名古屋に於ける染色及整理業の発
達
アメリカ帝国主義の形成

日清戦後経営と農商工高等会議

名古屋陶磁器工業の発達

日清戦争後の外資輸入

日清戦争と工業

三大改革と財政

目露戦争後の外資輸入

我国の経済構造に関する歴史的ー
考察

日本経済の方向転換

「日本封建制」の性格究明ー今後
の経済とその歴史的考察ー

第四巷第1号

経済論叢第53巻第5号昭和16年(1941)11月

経済世研究第27巻第2号昭和17年(1942)2月

経済論叢第54巻第2号
H本経済史研究所編「政治経
済・先人を語るJ(龍吟社)
経済史研究第27巻第4号

経済論叢第54巻第5号

経済史研究第27巻第6号
日本経済史研究所編「幕末維
新J(龍吟社〕
経済論叢第55巻第3号

且

月

見

月

月

月

凡

2

3

4

5

6

6

9

 

経済論叢第55巻第5号 11且

経済論叢第56巻第l号昭和18年(1943)1月

経済史研究第29巻第4・5田6号

経済論叢第56巻第5号

経済論叢第56巻第6号
日本経済史研究所編「重要産
業の回顧J(起時ft)
経済論叢第57巻第1号

経済論叢第57巻第2号

経済論叢第57巻第5号

4・5・6耳

5月

6月

7月

7月

B月

11月

経済論叢第58巻第1.2号昭和19年(1944)2月

経済史研究第31巻第2号 2月

経済論叢第58巻第3号

経済史研究第31巻第4号

社会経済史学第14巻第1号

経済論叢第58巻第5号

経済史研究第31巻第5.6号

経済論叢第58巻第6号

経済史研究第31巻第7・8号
日本経済史研究所編「近世の
三大改革J(龍時社)
経済論叢第四巻2・1・4号

経済論叢第59巻第5号

エコノ ξスト 第24巻第1号

大学新聞

3月

4J'T 

4月

5月

5.6月

6月

7. 8月

8月

10月

11月

昭和21年(1946)1月

1月
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ア品:f喜高童書性格自由経 学国新聞第 30 号 昭和21年(1~46) 3月

5月

昭和22年(1947)7月

7月

家族主義・封建主義・国家主義

わが国民生活と封建制度

アメリカ経済の歴史的特質

資本主義から社会主義へ

明治維新における経済変革

アメリカ経済の国際性

財 政第11巻第5号

経済論叢第61巻第1号
高屈寅次郎編「アメリヵ経済
の特質J(有斐閣)
日本海公論第3巻第1号

国民の歴史第2巻第E号

財 政第13巻第5号

歴史的に見たわが国民生活構造 人 文第Z巻第2号

昭和23年(1948)1月

5月

5月

9月

外資葺入とインプレーション

上代社会の封建制

第一次大戦後の外資輸入

明治後期の農村経済

経済近代化の過程

明治前期の貿易政策

明治前期の国際収支
し、わゆる Peopl t;'~ Capitalislll 
について

企業家の先駆・河合寸翁

資本主義経済の発達と技術

封建国家と商業社会

日本征済の近代化と大阪

近代日本の先駆的企業家一石川正
龍と大島高佳一

件縄経済見聞記

アメりカ経済の社会的構造

日本の近代化と洋学および儒学

経済生活と人間尊重

技術 E経営第3巻第1号昭和24年(1949)1月

経済論叢第63巻第3・4号 4月

経済論叢第64巻4-6号 12月

経済論叢第67巻第1せ昭和26年(1951)1月

「新日本史大系」第5巻(朝昭和27年(1952)6月
倉書盾〕

経済論叢第71巻第I号昭和28年(1953)1月

社会経済史学第20巻第l号昭和29年(1954)1月

経済論議第80巻第4号昭和32年(1957)10月

共庫史学第 19 号
室大経済学部創立四O周年記
「経済学論集」

本庄先生古稀記念「近世日本
の経済と社会J(有斐閣〕
本庄栄治郎編「近世の大阪」
(関西経済同友会〕

経済論議第84巻第3号

経済論叢第85巻第2号
高垣寅次郎編「アメリ;IJ経済
の現状分析J(有斐閣)
経済論叢第87巻第2号
民主教育協会「徳川時代にお
ける人間尊重思想の系譜J(福
村書応)

昭和34年(1959)4月

5月

5月

8月

9月

昭和35年(1960)2月

5月

昭和36年(1961)2月

2月

部品互換式大量号きの創始者イー 社会経済史学第26巻第4・5号 2月
ライ.*イト

「近代企業家の発生」について 社会経済史学第27巻第1号 7月

近代企業家気質 経営者会報第29-35号 7ー12月

儒学における社会構造論と経済論

江戸時代の儒学に於ける国家論

経済論叢第88巻第3号 9月

東方学会創立十五周年記念昭和37年(1962)7月
「東方学論集」
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ロパート・オウzンをめぐるパー
トナ一、ノップ

第二回国際経済史学会出席報告

近代企業家の発生問題提起

明治初期の近代企業家

近代化と企業家

Entrepreneurshipにつし、て

中江藤樹の経済倫理思想

松方正義の財政金融政策

日本の経済近代他と「家」

伝統産業と近代産業

日露戦争・第1次大戦聞の日本経
済

わが国における企業家活動の展開

明治期における近代的企業家活動

洋紙業事始め

第9s岩第1号

経済評論第12巻第3号昭和38年(1963)3月

社会経済史学第28巻第4号

社会経済史学会編「近代企業
家の発生J(有斐閣)

4月

6月

喜轄需室訂T「経第13巻第4←-5ト-6号 ロ
書斎の窓第 1日18 号昭耳和0'1泊9年(α19阻64心)1月
篠原三代平.鎌倉昇編「奮習 6月
.近代経済学J(川R均)(有斐閑)
貯蓄時報第 61 号 9月

中央公論第80巻第 2号昭和40平(1965)2月

議ず「経第16巻第2号

京替銀行「調第四号
査月報」

4月

6月

経済論議第97巻第1号昭和41年(1966)1月

筑摩書房「経済学全集」第14
巻目J冊
ロヲグウァド編，大来佐武郎
監訳「日本経済近代化の百年」
(日本経済新聞社)
関西大学「経清論集J (鋳方
貞亮博士還暦記念論文集)

6月

7月

12月

An口utlineof t.he Ri8P-of Modern The Kyoto University Vol. 11. No. 2. 
Capitalism in Japan Economic Review Dec. 1936 

The Economic Significance of the The Kyoto University Vo1. 12， No. 2， 

Meiji Restoration Econo皿icReview Dec. 1937 

Government lndustries in the Early The Kyoto University Vo1. 14， No. 1， 
Years of the Meiji Era Economiじ Review Jan.， 1939 

The Development of thp- Dnmestic The Kyoto University Vol. 15， No. 1， 

Market in the Ear1y Years of Economic Review jan. 1940 

Meiji 

An Outline of Economic Policy in The Kyoto University Vol. 15， No. 4， 

the Tokugawa Period Economic Review Oct. 1940 

The Encouragement of Kokusan or The Kyoto University Vol. 16， Nu. 2， 
native products. in th'e Toku~awa Economic Review Apr. 1941 

Period 

Clan Monopoly Policy in thc The Kyoto University Vol. 17， No. 1， 
Tokugawa Poriod Economic Review Jan. 1942 

Development of Economic Policy The Kyoto University Vol. 17， No. 4， 
in the Closing Day只 ofthe Economic Review Dec. 1942 
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Tokuga、vaPcriod 
Foreign Capital and the ]apanese τhe Kyuto University Vol. 20， No. 1， 
Capitalism after the World War Economic Heview Apr. 1950 
I 

The Lifc Structure 01 the Japanese The Kyotu Ulliven:iity Vol. 21， No. 1， 
People in its Historical Aspects Economic Review Apr. 1951 

Foreign Trade Policy in the Earlyτhe Kyoto Universlty Vol. 22， No. 2， 
MeiJi Era Economic Review Oct. 1952 

Japan's Balance of International The Kyoto University Vol. 24， No. 1， 
Payments in the Early 紅白ji Economic Review Apr. 1954 

Period 

The Problems of the Mcヨernization The Kyoto University Vol. 26， No. 1， 
of Japan Eωnomic Jleview Apr. 1956 

Feudal St<吠esand the Commercial The Kyoto Univcrsity Vol. 28， No. 2， 

Society in the Tokugawa Period Economic Review 仁ct.1958 

Business Pioneers of Modern ]apan The Kyoto University Vol. 30， No. 2， 
Economic 'Review Oct. 1960 

Confucian Concept of State in The Kyoto University Vol. 32， No. 2， 
Tokugawa ]apan Economic H.eview Oct. 1962 

Capital Formation in the Early in: Sccond Interna- 1962 

Stages of 1ηdust口alization i n tional Conference of 
]apan Economic History 

Modern Entrepreneurship in :¥Ieiji in日ateand Economic 1965 
]apan Enterprise in ]apan， 

cd. by羽T.W. Lock 

wood， Princeton Uni 
versity press 

The Transformation of the Nぇtion沼 TheDeveloping Econo- Vol. 3， No. 4， 
Economy_A Chapter in Japan's mies 1965 
Economic 壬主istory

The Role of the “Ie" (House) in The Kyoto. University Vol. 36. No .1， 
the Economic Modernization of Economic Review . Apr. 1966 
]apan 

辞典・史料編纂

大阪商科大学経済研究所編「経済学辞典」 岩伎書広，昭和5年一11年

山崎覚次郎・橋爪明男編「金融大辞典」 日本評論社，昭和9年

河出書房新社繍「日本歴史大辞典J 河山書房新社，昭和31年一35年
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日本経済史研究所編「日本経済史辞典J 日本評論社，昭和11年一14年
大阪市役所編「明治大正大阪市史」 日本評論社，昭和9年一10年

大阪市東区役所編「束区史J 大阪市東区役所，昭和14年 17年

名古尾市役所編「大正昭和名古屋市史J 名古屋市役所，昭和28年一30年

近世庶民史料調査委員会編「近世庶民史料所在日録j 日本学術振興会，昭和27年

日本経済史研究所編「経済史文献解題」 日本評論新社，昭和32年一40年

(作成者平井俊彦〉


